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募
集
戸
数
は
▼
一
般
世
帯
向
＝　
１１

戸
▼
車
い
す
単
身
者
向
＝
２
戸
（
い

ず
れ
も
抽
選
）
で
す
。

　

●
申
込
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
方
▽
申
込
者
本
人
が
立
川

市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
す

る
成
年
者
（
一
般
世
帯
向
は　

歳
未

２０

満
の
既
婚
者
を
含
む
）
で
、
そ
の
こ

と
が
住
民
票
の
写
し
で
証
明
で
き
る

▽
申
込
者
（
世
帯
）
の
所
得
の
合
計

が
基
準
内
で
あ
る
▽
住
宅
に
困
っ
て

い
る
▽
申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が

暴
力
団
員
で
な
い

　

こ
れ
に
加
え
、
住
宅
ご
と
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
く
わ

し
く
は
募
集
の
し
お
り
で
ご
確
認
を
。

　

q
募
集
の
し
お
り
と
申
込
用
紙
を
、

７
月　

日
㈬
～　

日
㈬
に
市
役
所

１７

２４

〔
総
合
案
内（
１
階
）と
住
宅
課（
２

階
）〕、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
）、
東

部
・
西
部
・
富
士
見
・
錦
連
絡
所
で

配
布
し
ま
す
。
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
添
付
の
封
筒
を
使
っ

て
郵
送
で
７
月　

日
（
消
印
有
効
）

２６

ま
で
に
住
宅
課
へ

　

w
住
宅
課
住
宅
管
理
係
・
内
線
２

５
５
８

　

市
は
、「
立
川
市
夏
の
節
電
対
策
２

０
１
３
」
を
策
定
し
、
節
電
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
夏
も
、
市
民
の

方
の
健
康
な
ど
に
配
慮
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
節
電
経
験
や
昔
な
が
ら

の
知
恵
な
ど
も
生
か
し
た
、
生
活
習

慣
と
し
て
の
節
電
を
全
市
的
に
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

●
家
庭
で
で
き
る
夏
の
節
電
対
策

　

家
庭
で
無
理
な
く
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
夏
の
節
電
メ
ニ
ュ
ー
や
、

夏
を
涼
や
か
に
過
ご
す
た
め
の
昔
な

が
ら
の
知
恵
や
取
り
組
み
の
紹
介
を
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
皆
で
集
ま
っ
て

冷
房
を
す
る
と
エ
コ
に
な
る
「
ク
ー

ル
シ
ェ
ア
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
庭
で
取
り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
公
共
施
設
も
身
近
な

「
涼
み
の
場
」
と
し
て
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

熱
中
症
な
ど
に
十
分
注
意
の
上
、

で
き
る
範
囲
で
の
節
電
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

w
環
境
対
策
課
・
内
線
２
２
４
４

　

q
任
意
の
用
紙（
原
稿
用
紙
な
ど
）

か
申
込
書
〔
環
境
対
策
課
（
市
役
所

２
階
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
〕
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
職
業
と
「
立
川
市

が
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
べ
き
環
境
課

題
と
は
」
の
意
見
（　

字
～　

字
）

７００

９００

を
書
い
て
、
７
月　

日
（
必
着
）
ま

３１

で
に
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

ま
た
は
直
接
、
環
境
対
策
課
・
内
線

２
２
４
３
r
（
５
２
４
）
２
６
０
３

ekankyoutaisaku@
city.ta

chikaw
a.lg.jp

へ

 　

よ
り
良
い
学
校
給
食
の
あ
り
方
に

つ
い
て
審
議
し
ま
す
。

学
校
給

学
校
給
食食

運
営
審
議

運
営
審
議
会会

　

▼
対
象
＝
８
月
９
日
現
在
、
市
内

在
住
の　

歳
以
上
で
、
平
日
昼
間
の

２０

会
議
に
出
席
で
き
る
方
（
市
の
審
議

会
委
員
等
と
市
職
員
、
市
議
会
議
員

を
除
く
）
▼
募
集
人
数
＝
２
人
（
選

考
）
▼
任
期
＝　

月
～
平
成　

年　

１０

２７

１０

月
（
予
定
）
▼
謝
礼
＝
市
の
規
定
に

よ
る

　

q
任
意
の
用
紙（
原
稿
用
紙
な
ど
）

に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
と
「
学

校
給
食
と
食
育
に
つ
い
て
」
の
意
見

（
１
千　

字
以
内
）
を
書
い
て
、
８

２００

月
９
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
学
校

給
食
共
同
調
理
場
〔
〒　

們　

泉
町

１９０

００１５

１
１
５
６
們　

〕
緯
（
５
２
９
）
３

１４

５
１
１
r
（
５
２
９
）
３
５
１
６
e

gakkoukyuushoku@
city.ta

chikaw
a.lg.jp

へ

 　

環
境
基
本
計
画
に
関
す
る
こ
と
や
、

環
境
の
保
全
な
ど
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

　

▼
対
象
＝
７
月　

日
現
在
、　

歳

３１

２０

以
上
で
、
市
内
に
引
き
続
き
３
か
月

以
上
在
住
し
、
平
日
昼
間
の
会
議
に

出
席
で
き
る
方
（
市
職
員
、
市
議
会

議
員
を
除
く
）
▼
募
集
人
数
＝
６
人

（
選
考
）
▼
任
期
＝
委
任
の
日
か
ら

２
年
間
▼
謝
礼
＝
市
の
規
定
に
よ
る

環
境
審
議

環
境
審
議
会会

　

●
建
築
審
査
会　

直
接
会
場
へ
s

７
月　

日
㈫
午
後
４
時
か
ら
d
子
ど

１６

も
未
来
セ
ン
タ
ー　

会
議
室
l　

人

１０２

１０

（
先
着
順
）
w
建
築
指
導
課
庶
務

係
・
内
線
２
３
３
１

　

●
農
業
委
員
会
総
会　

直
接
会
場

へ
s
７
月　

日
㈬
午
後
３
時
か
ら
d

２４

市
役
所　

・　

会
議
室
l　

人
（
先

２０８

２０９

１０

着
順
）
w
農
業
委
員
会
事
務
局
・
内

線
２
６
５
４

　

●
公
共
施
設
あ
り
方
検
討
委
員
会

　

直
接
会
場
へ
d
７
月　

日
㈮
午
後

２６

　

市
は
、
立
川
都
市
計
画
立
川
駅
南

口
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
に
伴

い
、
柴
崎
町
３
丁
目
と
２
丁
目
、
錦

町
１
丁
目
お
よ
び
２
丁
目
の
境
を
変

更
す
る
旨
の
告
示
を
、
５
月　

日
付

２７

で
行
い
ま
し
た
。

　

変
更
さ
れ
る
区
域
は
下
地
図
の
通

り
で
す
。
こ
の
地
域
は
す
で
に
現
況

に
合
わ
せ
て
住
居
表
示
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
方
の
住
所

が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
変
更
は
土
地
区
画
整
理
法

の
規
定
に
よ
り
換
地
処
分
の
公
告

（
平
成　

年
度
中
を
予
定
）
の
翌
日

２６

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　

w
区
画
整
理
課
換
地
処
分
係
・
２

３
１
４

=
=

=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=
=

公
開
す
る
会
議
日
程

公公公公公公
開開開開開開
す
る
会
議

程程程程程程程程程程

公
開
す
る
会
議
日
程

公
開
す
る
会
議
日
程

公
開
す
る
会
議
日
程

公
開
す
る
会
議
日
程

５
時　

分
か
ら
d
市
役
所　

会
議
室

１５

２０８

l
５
人
（
先
着
順
）
w
企
画
政
策
課
・

内
線
２
６
９
３

　

●
文
化
財
保
護
審
議
会　

直
接
会

場
へ
s
７
月　

日
㈮
午
後
６
時
か
ら

２６

d
歴
史
民
俗
資
料
館
l
６
人
（
先
着

順
）
w
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
文

化
財
係
緯
（
５
２
５
）
０
８
６
０

　

●
契
約
・
倫
理
制
度
改
革
評
価
委

員
会　

直
接
会
場
へ
s
７
月　

日
㈪

２９

午
後
６
時　

分
か
ら
d
市
役
所　

会

３０

２０８

議
室
l　

人
（
先
着
順
）
w
品
質
管

１０

理
課
・
内
線
２
４
４
９
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駅
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駅
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駅

立
川
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立
川
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立
川
南
駅
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町
の
区
域
の
変
更
を
告
示示示示示示示示示示示
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７７
月月　

日日
～～　

日
募
集
の
し
お
り
配

日 
募
集
の
し
お
り
配
布布

１７１７

２４２４

市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営
住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
入入入入入入入入入入
居居居居居居居居居居
者者者者者者者者者者
をををををををををを
募募募募募募募募募募

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集集集集集集集集集集集

　

市
は
、
市
の
窓
口
の
ほ
か
、
立
川

栄
・
立
川
柏
町
の
２
つ
の
郵
便
局
で

も
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
な
ど
の
証

明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈭
か
ら
は
、
新
た
に
立

川
大
山
・
砂
川
・
立
川
幸
四
・
立
川

西
砂
の
４
か
所
で
も
取
り
扱
い
を
開

始
し
、
合
計
６
か
所
の
郵
便
局
で
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

●
取
扱
郵
便
局　

▽
立
川
栄
郵
便

局
（
栄
町
２
們　

們
６
）
▽
立
川
柏

４５

町
郵
便
局
（
柏
町
４
們　

們
１
）
▽

５１

立
川
大
山
郵
便
局
（
上
砂
町
３
們　
１１

們　

）
▽
砂
川
郵
便
局
（
砂
川
町
１

１７
們　

們　

）▽
立
川
幸
四
郵
便
局（
幸

５２

１３

町
４
們　

們
９
）
▽
立
川
西
砂
郵
便

５６

局
（
西
砂
町
５
們　

們
１
）

２６

　

●
取
扱
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
祝
日
、休
日

と　

月　

日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

１２

２９

　

●
取
り
扱
う
証
明
書　

①
戸
籍
の

全
部
事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）
②

戸
籍
の
個
人
事
項
証
明
書
（
戸
籍
抄

本
）
③
除
籍
謄
本
・
抄
本
④
改
製
原

戸
籍
謄
本
・
抄
本
⑤
戸
籍
の
附
票
の

写
し
⑥
住
民
票
の
写
し
⑦
課
税
（
非

課
税
）
証
明
書
⑧
印
鑑
登
録
証
明
書

　

●
請
求
で
き
る
方　

▽
①
～
⑤
＝

本
人
お
よ
び
同
一
戸
籍
の
方
▽
⑥
＝

本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
の
方
▽
⑦
⑧

＝
本
人
の
み
※
委
任
状
持
参
の
方
や
、

手
数
料
免
除
（
無
料
）
の
証
明
、
請

求
者
が
持
ち
込
ん
だ
書
式
で
の
証
明

の
取
り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

●
交
付
手
数
料　

▽
①
②
＝　

円
４５０

▽
③
④
＝　

円
▽
⑤
～
⑧
＝　

円

７５０

２００

〔
市
の
窓
口
と
同
額
で
す
〕

　

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

請
求
に

は
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど

の
本
人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の
請
求
に
は
、

印
鑑
登
録
証
か
印
鑑
登
録
を
し
て
い

る
立
川
市
民
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　

w
市
民
課
管
理
係
・
内
線
１
３
６

０

　

皆
さ
ん
の
周
り
の
、
優
れ
た
技
能

を
持
っ
て
働
い
て
い
る
方
を
、「
技
能

功
労
褒
賞
候
補
者
」
と
し
て
ご
推
薦

く
だ
さ
い
。

　

推
薦
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
褒
賞
対

象
者
を
選
考
し
、　

月
２
日
の
式
典

１２

で
表
彰
し
ま
す
。

　

●
推
薦
対
象
と
な
る
方　

今
年
の

　

月　

日
現
在　

歳
以
上
で
、
次
の

１０

３１

６５

い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
方
▽
同

一
職
種
に　

年
以
上
従
事
し
、
か
つ

３０

市
内
に
５
年
以
上
居
住
し
て
い
る
▽

市
内
で　

年
以
上
同
一
職
種
に
従
事

１５

し
て
い
る

　

q
推
薦
は
７
月　

日
ま
で
に
電
話

２６

で
産
業
振
興
課
商
工
振
興
係
・
内
線

２
６
４
４
へ

今
月
の
納
期

　◎納付方法　葛納付書を持って渇市指定金融機
関（午前９時～午後３時）渇郵便局（午前９時～午
後４時）渇市役所、各連絡所（いずれも午前８時
３０分～午後５時）渇窓口サービスセンター（女性
総合センター１階。月曜～金曜日の午前８時３０分
～午後８時と土曜・日曜日の午前８時３０分～午後
５時。祝日は休業）の各窓口と渇市税と国民健康
保険料納付書裏面に記載のコンビニエンスストア
へ（バーコードがある納付書で納期限までに納め
てください。後期高齢者医療保険料と介護保険料
はお取り扱いできません）葛市税と国民健康保険
料は携帯電話（モバイルレジ）で納付できます。く
わしくは市ホームページをご覧くださいw市税＝
納税課庶務係・内線１２４０、国民健康保険料・後期
高齢者医療保険料＝保険年金課収納係・内線１４１１、
介護保険料＝介護保険課介護保険料係・内線１４４６

渇固定資産税・都市計画税第２期分渇国
民健康保険料第１期分渇後期高齢者医療
保険料第１期分渇介護保険料第１期分

納期限…777777777777777777777777777777777/////////////////////////////////3333333333333333333333333333333331111111111111111111111111111111117/31㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬

節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節節
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電
にににににににににににににににににににににににににににににに
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力

節
電
に
ご
協
力
ををををををををををををををををををををををををををををををを

技技
能能
功功
労労
者者
のの
推推
薦薦
をを

技
能
功
労
者
の
推
薦

技
能
功
労
者
の
推
薦
をを

あああああああああああああああああああああああああああああ
ななななななななななななななななななななななななななななな
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ももももももももももももももももももももももももももももも
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政

あ
な
た
も
市
政
にににににににににににににににににににににににににににににに

参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

　
　

参
加
し
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

　

皆
さ
ん
の
経
験
・
知
識
を
市

政
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
市
は
第
５
次
男
女
平
等

参
画
推
進
計
画
に
基
づ
き
、
女

性
の
積
極
的
な
参
画
を
求
め
て

い
ま
す
。 市

民
委
員
を
募
集
し
ま

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
民
委
員
を
募
集
し
ま

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
すす

各
種
証
明
書
を
発
行
す

各
種
証
明
書
を
発
行
す
る

郵
便
局
が
増
え
ま

郵
便
局
が
増
え
ま
す

各
種
証
明
書
を
発
行
す

各
種
証
明
書
を
発
行
す
るる

郵
便
局
が
増
え
ま

郵
便
局
が
増
え
ま
すす

８月１日８月１日㈭㈭
かからら



広報33 立川市役所（〒１９０－８６６６）立川市泉町１１５６－９　　（５２３）２１１１（代表）

　･･･対象　　･･･日時　　･･･場所　　･･･講師　　･･･費用　　･･･保育　　･･･定員　　･･･持ち物　　･･･申し込み　　･･･問い合わせ　凡例 定時 場 師 費 持保対 申 問　･･･対象　　･･･日時　　･･･場所　　･･･講師　　･･･費用　　･･･保育　　･･･定員　　･･･持ち物　　･･･申し込み　　･･･問い合わせ　凡例 定時 場 師 費 持保対 申 問

い
つ
も
と
違
う
な
、
ど
う
し
た
の
か
な　

心
配
な
ご
近
所
さ
ん
に
気
付
い
た
ら
立
川
市
見
守
り
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
緯
０
４
２
（
５
０
６
）
０
０
２
４
へ
ご
連
絡
を

全体で、前年度比
131トンの増加

トン

燃やせるごみ燃やせるごみ

45,000

40,000

50,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000
平成19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

家庭ごみ量

事業系ごみ量

45,584
44,284

41,137

36,936 36,387 36,518

29,006 28,673
26,902

25,414 25,629 25,424

16,578 15,611
14,235

11,522 10,758 11,094

全体量（家庭ごみ＋事業系ごみ）

　

リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
ト
は
家
庭
か
ら

出
た
ビ
ン
と
缶
を
入
れ
る
専
用
容
器

で
す
。

　

ビ
ン
と
缶
以
外
の
物
は
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ル
ー
ル
違
反
の
ご
み

は
、
回
収
で
き
な
い
た
め
、
悪
臭
や

さ
ら
な
る
不
法
投
棄
の
原
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ビ
ン
と
缶
以
外
の
資
源
や
ご
み
は
、

分
別
し
て
指
定
の
曜
日
に
集
積
所
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
の
際
は
、
袋
な
ど
か
ら
出
し
て
、

　

市
は
、　

月
１
日
か
ら
の
家
庭
ご

１１

み
戸
別
収
集
・
有
料
化
実
施
に
あ
た

り
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯

を
対
象
に
、
ご
み
処
理
手
数
料
の
減

免
を
行
い
ま
す
。
減
免
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
必
要
な
手
続
き
の
申
請

会
場
と
し
て
、
臨
時
窓
口
を
次
の
通

り
開
設
し
ま
す
。

　

●
対
象
世
帯　

下
表
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

　

●
開
設
期
間　

８
月
１
日
㈭
～
９

日
㈮
〔
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
〕、

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

●
会
場　

市
役
所
１
階
多
目
的
プ

ラ
ザ

　

●
申
請
方
法　

臨
時
窓
口
で
配
布

す
る
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
必
要
事

　

市
は
、
平
成　

年
度
か
ら
「
燃
や

２１

せ
る
ご
み
５
年
で　

％
減
量
（
平
成

５０

　

年
度
実
績
比
）」
を
目
標
に
掲
げ
、

１９ご
み
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
平
成　

年
２４

度
の
燃
や
せ
る
ご
み
量
は
平
成　

年
２３

度
比
で
約　

瞬
の
増
加
と
な
り
ま
し

１３０

た
。
ま
た
、
目
標
設
定
か
ら
４
年
経

過
し
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
比
で

１９

約　

％
（
約
９
千
瞬
）
の
減
量
と
い

２０
う
厳
し
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量

に
つ
な
が
る
紙
・
布
資
源
の
搬
入
は
、

前
年
度
比
で
約　

瞬
の
減
少
。
せ
ん

５０

定
枝
の
搬
入
は
、
前
年
度
比
で
約　
７０

瞬
の
減
少
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
燃
や
せ
る
ご
み
の

減
量
効
果
は
、
停
滞
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
市
は　

％
減
量
に
向
け
、
引
き

５０

続
き
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

w
ご
み
対
策
課
緯
（
５
３
１
）
５

５
１
８

　

も
う
す
ぐ
楽
し
い
夏
休
み
。
市
内

小
・
中
学
校
は
７
月　

日
か
ら
夏
休

２１

み
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

日
ご
ろ
で
き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
絶
好
の
期
間
で
す
。
地
域
の

行
事
な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
、
友

達
や
地
域
と
の
交
流
を
深
め
る
と
と

も
に
、
事
故
に
十
分
注
意
し
て
、
安

全
で
有
意
義
な
夏
休
み
を
過
ご
し
ま

し
ょ
う
。

家
庭
や
地
域
で
協
力
し

健
全
な
夏
休
み
を

　

夏
休
み
は
、
学
校
と
違
う
環
境
の

中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ぶ
よ
い

期
間
で
す
。
そ
の
反
面
、
自
由
な
時

間
が
多
い
だ
け
に
、
事
故
や
問
題
行

動
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
こ
と
も
心

配
な
こ
と
で
す
。

　

立
川
市
青
少
年
問
題
協
議
会
（
会

長
・
清
水
市
長
）
は
、
７
月　

日
～

２０

８
月　

日
を
夏
休
み
対
策
期
間
と
し
、

３１

「
心
と
か
ら
だ
を
鍛
え
、
健
全
な
夏

休
み
に
し
よ
う
」
と
次
の
事
項
を
示

し
て
家
庭
や
地
域
に
協
力
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

　

●
夏
休
み
を
有
意
義
に
過
ご
す
た

め
に　

▼
早
寝
・
早
起
き
な
ど
規
則

正
し
い
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
▼
家

族
と
の
ふ
れ
あ
い
や
地
域
の
方
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
▼
あ
い
さ
つ

の
習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う

　

●
事
故
や
危
険
に
遭
わ
な
い
た
め

に　

▼
自
転
車
の
乗
り
方
に
気
を
付

w
w

w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w
w

g
g

g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g
g

静
か
に
ビ
ン
や
缶
を
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
特
に
夜
間
や
早
朝
は
近
隣
の
方

へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

w
ご
み
対
策
課
緯
（
５
３
１
）
５

５
１
７

 　

商
店
や
事
務
所
な
ど
の
事
業
所
か

ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
は
、「
事
業
系
ご

み
」
に
な
り
ま
す
。
事
業
系
ご
み
は

事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正

に
処
理
す
る
こ
と
が
法
律
お
よ
び
条

例
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
業
系
ご
み
は
、
事
業
者
自
ら
が

市
の
処
理
施
設
に
搬
入
す
る
か
、
市

事
業
系
ご
み
は
自
己
処

事
業
系
ご
み
は
自
己
処
理理

を
お
願
い
し
ま

を
お
願
い
し
ま
すす

が
許
可
し
た
処
理
業
者
と
契
約
し
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　

契
約
に
は
、
事
業
者
が
処
理
業
者

と
任
意
に
契
約
す
る
方
法
と
、
統
一

規
格
の
専
用
指
定
袋
を
購
入
し
て
処

理
業
者
に
依
頼
す
る
方
法
が
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
事
業
系
ご
み
は
、
少
量
や

資
源
物
の
み
で
あ
っ
て
も
家
庭
ご
み

の
集
積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
各
事
業
所
で
適
正
に
処
理
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

w
ご
み
減
量
推
進
課
・
内
線
６
７

５
６

け
ま
し
ょ
う
▼
外
出
の
と
き
は
、
家

族
に
行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
必
ず
知

ら
せ
ま
し
ょ
う
▼
人
け
の
な
い
と
こ

ろ
や
危
険
な
場
所
で
遊
ぶ
の
は
や
め

ま
し
ょ
う
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携

帯
電
話
の
有
害
サ
イ
ト
は
見
な
い
、

開
か
な
い
、
答
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
▼
知
ら
な
い
人
に
連
れ
て
行

か
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
防
犯

ブ
ザ
ー
を
鳴
ら
し
、「
こ
ど
も　

番
」

１１０

の
ス
テ
ッ
カ
ー
（
左
写
真
）
が
張
っ

て
あ
る
お
店
や
家
に
助
け
を
求
め
ま

し
ょ
う

　

な
お
、
夏
休
み
中
も
、
何
か
心
配

事
が
あ
れ
ば
学
校
や
教
育
相
談
室
緯

（
５
２
７
）
６
１
７
１
r
（
５
２

７
）
６
９
０
５
へ
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

w
市
青
少
年
問
題
協
議
会
事
務
局

（
子
ど
も
育
成
課
内
）
内
線
１
３
０

６
、
指
導
課
・
内
線
２
４
８
５

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品

を
貸
し
出
し
ま
す　

　

市
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で

構
成
す
る
市
内
の
防
犯
活
動
を
行
う

５
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
、
２
週
間

を
限
度
に「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
用
品
」

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
中

の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

貸
し
出
す
用
品
は
腕
章
、
ベ
ス
ト
、

誘
導
灯
、
拡
声
器
、
懐
中
電
灯
、
防

犯
ブ
ザ
ー
で
す
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

w
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
緯

（
５
２
８
）
４
３
７
６

減免対象世帯
生活保護法による生活保護を受けている
世帯
中国残留邦人等支援法の支給を受けてい
る世帯
児童扶養手当または特別児童扶養手当を
受給している世帯
老齢福祉年金受給世帯
身体障害者手帳１級・２級をお持ちの方
のいる世帯で、世帯全員が市民税非課税
の世帯
愛の手帳１度・２度をお持ちの方のいる
世帯で、世帯全員が市民税非課税の世帯
精神障害者手帳１級・２級をお持ちの方
のいる世帯で、世帯全員が市民税非課税
の世帯
要介護４・要介護５の認定を受けている
方のいる世帯で、世帯全員が市民税非課
税の世帯
市長が特別な理由があると認めた世帯
※複数の要件を満たしていても、重複して
の交付は行いません。

項
を
書
い
て
、
そ
の
場
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

●
引
換
券
を
後
日
郵
送
し
ま
す　

申
請
時
に
は
指
定
収
集
袋
の
交
付
は

行
い
ま
せ
ん
。
申
請
書
を
審
査
の
上
、

要
件
に
該
当
す
る
世
帯
に
は
後
日
、

決
定
通
知
兼
引
換
券
を
郵
送
し
ま
す
。

市
公
共
施
設
な
ど
に
交
付
の
臨
時
窓

口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
指
定
収
集

袋
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
要
件
に

該
当
し
な
か
っ
た
世
帯
に
は
、
不
承

認
の
通
知
を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
臨
時
窓
口
終
了
後
も
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
く
わ
し
く
は
今

後
の
「
広
報
た
ち
か
わ
」
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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